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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホームロケーションレジスタを備えたホームシステムに関連付けられたモバイル機器用
の第１のアクセス技術を通じて訪問先システムにアクセスするための登録要求を、前記訪
問先システムにおいて受信するステップと、
　前記モバイル機器用の第２のアクセス技術を通じて前記訪問先システムにアクセスする
ための登録要求を、前記訪問先システムにおいて受信するステップと、
　前記第２のアクセス技術の識別を含む登録通知を前記ホームロケーションレジスタに送
信するステップと、
　前記モバイル機器に対する着信呼が前記ホームシステムにおいて受信された場合に、前
記呼を、前記第２のアクセス技術と一致するフォーマットで前記訪問先システムに送信す
るステップとを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第２のアクセス技術を示す、前記モバイル機器の情報に関する記録を、前記ホーム
ロケーションレジスタが更新するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１の方法
。
【請求項３】
　前記登録通知は、前記登録通知に応答してプロファイル情報を返信しないようにさせる
要求をさらに含むことを特徴とする請求項１の方法。
【請求項４】
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　前記第１のアクセス技術の識別を含む登録通知を、前記ホームロケーションレジスタに
送信するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１の方法。
【請求項５】
　前記第１のアクセス技術及び前記第２のアクセス技術は、アナログ技術、コード分割多
重アクセス、時分割多重アクセス、個人通信サービス、及びモバイル通信用のグローバル
システムのうちのいずれかを含むことを特徴とする請求項１の方法。
【請求項６】
　前記第２のアクセス技術が前記訪問先システムにおける訪問先ロケーションレジスタに
記録されることを特徴とする請求項１の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、通信システムに関し、特に、無線通信システムにおいてアクセス技術を識別す
るための技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
比較的低い周波数を用いて多数のモバイル加入者に対する無線電話サービスを提供するた
めの、多様な種類のセルラー通信システムが知られている。そのようなサービスは、一つ
のサービスエリアを多数のセルに分割し、隣接しないセル内の周波数を再利用することに
よって提供される。このセルラー原理は、割り当てられた無線スペクトル上で伝搬される
無線通信の量を著しく増大させ、その結果、無線通信加入者の数を格段に増大させた。
【０００３】
セルラーシステムは、通信アクセス用の多くの異なる技術を使用する。セルラーシステム
の最も古いタイプは、アナログシステムである。別のセルラーシステムとしては、「電気
通信産業協会仮標準（ＴＩＡ）ＩＳ－１３６」等の、時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）技
術に基づくディジタルシステムがある。また別のセルラーシステムとしては、コード分割
多重アクセス（ＣＤＭＡ）技術を使用し、「ＴＩＡ　ＩＳ－９５」で定義されたシステム
がある。さらに別のセルラーシステムとしては、ＴＤＭＡ技術と周波数分割多重アクセス
（ＦＤＭＡ）とを組み合わせたシステムが、モバイル通信用のグローバルシステム（ＧＳ
Ｍ）として周知である。このＧＳＭは、欧州郵便電気通信会議（ＣＥＰＴ）の特別モバイ
ル部会とその継承者である欧州電気通信標準協会（ＥＳＴＩ）によって発展してきたもの
である。
【０００４】
モバイル機器が、そのホームシステムではないシステム中で移動する場合に、そのモバイ
ル機器は、そのシステムが提供し、そのモバイル機器が通信可能なあらゆる技術にアクセ
ス可能である。モバイル機器に対する呼がホームシステムに経路指定された場合に、その
モバイル機器が訪問先システムにアクセスするために現在使用している技術がわからない
と、その訪問先システムは、そのモバイル機器を発見するためのページングを、システム
内のすべての技術に対して行うことになる。このようなプロセスは、非常に非効率的な資
源利用であり、多様なシステム用の送信制御チャネル上での集中を引き起こす。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、本発明の目的は、各技術用の送信制御チャネル上の帯域幅を浪費することな
しに、多重技術環境中のモバイル機器を効率よく発見することのできる方法を提供するこ
とである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
訪問先システムは、ホームロケーションレジスタを備えたホームシステムと関連付けられ
たモバイル機器用のアクセス技術を通じてその訪問先システムにアクセスする登録要求を
受信する。そのアクセス技術の識別を含む登録通知が、ホームロケーションレジスタに送
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信される。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下には、各技術用の送信制御チャネル上の帯域幅を浪費することなしに多重技術環境中
のモバイル機器を発見するための方法に使用される装置について説明する。モバイル機器
が、訪問先システム内に位置していて、異なる技術にアクセスしている場合に、その訪問
先システムは、そのモバイル機器が前回アクセスした技術（ＬＡＴ）を、そのモバイル機
器のホームシステムに送信する。そのモバイル機器に対する呼がホームシステムにおいて
受信された場合に、ホームシステムは、そのＬＡＴを、そのモバイル機器が前回位置して
いることが確認された訪問先システムに送信する。その訪問先システムは、そのＬＡＴで
そのモバイル機器をページングして、そのモバイル機器が応答した場合には、その呼は、
そのアクセス技術と一致するフォーマットでそのモバイル機器に送信される。前回アクセ
スした技術のみでページングすることによって、他の技術の送信制御チャネル上の帯域幅
を節約することができる。
【０００８】
　本発明の装置は、ホームシステム内の一つ以上のモバイル機器に関するレコード（記録
）を格納するために設けられたホームロケーションレジスタを備えている。訪問先ロケー
ションレジスタは、訪問先システム内において現在登録されている一つ以上のモバイル機
器に関するレコードを格納するために訪問先システム内に設けられる。訪問先システムは
、この訪問先システム内のモバイル機器によって前回アクセスされた技術を識別し、その
前回アクセスされた技術の識別をホームロケーションレジスタに送信するように構成され
ている。前回アクセスされた技術の識別は、登録通知において、ホームロケーションレジ
スタに送信される。ホームシステムは、前回アクセスされた技術の識別を含む経路指定要
求を訪問先システムに送信するように構成される。
【０００９】
図１は、無線通信システムを示すブロック図である。複数の地理的カバレッジエリア１０
１は、セルサイトによってそれぞれ支えられている。各セルサイトは、一つ以上のベース
局１０３、１０５を含み、そのセルサイトに対して定義されたカバレッジエリア内に位置
するモバイル加入者（モバイル機器）１０７、１０９に対する通信を提供する。ベース局
１０３、１０５は、双方向トランク、音声無線リンク、および制御無線リンクを通じて、
モバイル交換センタ（ＭＳＣ）１１１に接続される。一つのベース局１０３のみがディジ
タル交換機１１３に接続されているように図示されているが、実際には、システム内のす
べてのベース局がディジタル交換機１１３に接続されている。図面を簡略化するために、
２つのベース局が示されているが、実際には、多数のベース局がシステム内において各セ
ルサイトを提供している。また、実際には、システムによって多くの加入者にサービスが
提供されるが、商業的に利用可能な２人のモバイル加入者のみが図示されている。この例
において、ディジタル交換機１１３は、公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）１１５に
接続されている。ＰＳＴＮ１１５によってサービス提供される電話１１７が示されている
。
【００１０】
好ましい形態において、ＭＳＣ１１１は、ルーセントテクノロジー株式会社が製造販売し
ているＡＵＴＯＰＬＥＸ（登録商標）１０００システムである。しかし、当業者であれば
、他のモバイル交換センターの使用を容易に想定可能である。ＭＳＣ１１１は、無線通信
サービスを管理し、加入者データを格納するための複数のプロセッサと、複数の相互接続
ノードとを備えている。ディジタル交換機１１３は、交換ノード１１９を通じてＭＳＣ１
１１に相互接続されている。この形態において、セルサイトノード１２１は、一つのベー
ス局１０３とそれに関連付けられたサイトにサービス提供し、別のセルサイトノード１２
３は、別のベース局１０５とそれに関連付けられたサイトにサービス提供する。交換ノー
ド１１９は、ＭＳＣ１１１とディジタル交換機１１３との間のインタフェースである。
【００１１】
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プロセッサノード１２５は、呼プロセッサ１２７に接続されており、呼プロセッサ１２７
は、中央処理装置（ＣＰＵ）とデータベースを含む。データベースは、プロセッサノード
１２５によってサービス提供されるセルサイトに関連する認証アルゴリズム、制御情報、
およびその他の情報を含む情報を格納する。別のプロセッサノード１２９は、管理プロセ
ッサ１３１に接続されており、管理プロセッサ１３１は、この分野で知られているような
メンテナンス機能や他の管理タスクをＭＳＣ１１１に対して実行する。第３のプロセッサ
ノード１３３は、呼プロセッサ１３５に接続されており、この呼プロセッサ１３５もまた
、ＣＰＵとデータベースを含む。データベースはまた、第３のプロセッサノード１３３に
よってサービス提供されるセルサイトに関連する認証アルゴリズム、制御情報、およびそ
の他の情報を含む情報を格納する。
【００１２】
通常の動作の間、呼プロセッサ１２７、１３５は、カバレッジエリア１０１内に位置する
モバイル加入者１０７、１０９からの登録要求（アクセス要求）を受信する。これらの登
録要求は、加入者が呼を発した場合に生じる発呼要求の形で、加入者が呼を受信した場合
の着信要求の形で、あるいは、加入者が単純にモバイル端末をオンにした場合に生じる自
動登録の形で行われる。呼プロセッサは、この分野で周知の手順に従って、アクセスを要
求している各モバイル端末の認証を決定し、音声チャネルを確立し、モバイル端末用の呼
接続あるいはチャネルを制御する。
【００１３】
図２は、通信システム間の登録に関連する通信を示すブロック図である。ホームシステム
２０１は、図１に示すシステムと類似したインフラ構造を含んでおり、ＰＳＴＮ１２３に
接続されている。このホームシステム２０１は、ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）
２０３を含んでおり、このＨＬＲ２０３は、周知のように、このシステムをホームシステ
ムとして利用するモバイル加入者について、アクセス権、識別、請求書情報、呼の特徴、
ＬＡＥＳ（適法に認可された電子サーベイランス）情報、呼送信番号、およびその他の情
報を含む機器プロファイル等の情報、を格納する。このＨＬＲ２０３は、図１の管理プロ
セッサ１３１内に設置されている。ホームシステム２０１は、この例においては、ベース
局２０５、２０７、２０９を通じて、ＣＤＭＡ（コード分割多重アクセス）通信、アナロ
グ通信、およびＴＤＭＡ（時分割多重アクセス）通信、を支援する。ベース局２０５、２
０７、２０９は、それぞれ、それらの通信アクセス技術に対するサービスを提供する。Ｐ
ＣＳ（個人通信サービス）、ＵＭＴＳ（ユニバーサルモバイル電気通信システム）、ＧＳ
Ｍ（モバイル通信用のグローバルシステム）、等の他のタイプのアクセス技術もまた、こ
のシステムにおいて支援される。各カバレッジエリア内では、一種類のアクセス技術のみ
が示されているが、一つのカバレッジエリアに対して２種類以上のアクセス技術によるサ
ービスを提供してもよい。
【００１４】
訪問先システム２１１は、図１に示すシステムと類似したインフラ構造を含んでおり、Ｐ
ＳＴＮ２２３に接続されている。この訪問先システム２１１は、訪問先ロケーションレジ
スタ（ＶＬＲ）２１３を含んでおり、このＶＬＲ２１３は、周知のように、このシステム
２１１内に現在登録されているモバイル加入者に関する情報として、アクセス権、識別、
請求書情報、呼の特徴、ＬＡＥＳ情報、およびその他の情報を含む機器プロファイル等の
情報、を格納する。ＶＬＲ２１３は、図１の管理プロセッサ１３１内に設置されており、
その情報のコピーをまた、プロセッサノード１２５、１２９、１３３内に保持させてもよ
い。訪問先システム２１１は、この例においては、ベース局２１５、２１７、２１９を通
じて、ＣＤＭＡ通信、アナログ通信、およびＧＳＭ（モバイル通信用のグローバルシステ
ム）通信、を支援する。ベース局２１５、２１７、２１９は、それぞれ、それらの通信ア
クセス技術に対するサービスを提供する。ＰＣＳ（個人通信サービス）、ＵＭＴＳ（ユニ
バーサルモバイル電気通信システム）、およびＴＤＭＡ、等の他のタイプのアクセス技術
もまた、このシステムにおいて支援される。各カバレッジエリア内では、一種類のアクセ
ス技術のみが示されているが、一つのカバレッジエリアに対して２種類以上のアクセス技
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術によるサービスを提供してもよい。
【００１５】
識別Ｍ１を持つモバイル機器２２１は、そのホームシステム２０１から訪問先システム２
１１内に移動すると、訪問先システム２１１に対して登録要求を送信する。モバイル機器
２１１は、ＣＤＭＡ、アナログ、およびＴＤＭＡ技術を通じて通信アクセスを行なうこと
ができる。この例において、モバイル機器２２１は、ＣＤＭＡベース局２１５によってカ
バーされるエリア内に移動して、システム２１１によって登録される。訪問先システム２
１１は、登録通知（ＲＥＧＮＯＴ）をホームシステム２０１に送信する。登録通知（ＲＥ
ＧＮＯＴ）は、モバイル機器が前回アクセスした技術（ＬＡＴ）、例えば、この例ではＣ
ＤＭＡ、を含む。ホームシステム２０１は、登録通知（ＲＥＧＮＯＴ）を受信すると、モ
バイル機器２２１に関する新しいＬＡＴでＨＬＲ２０３を更新し、モバイル機器２２１の
プロファイルを訪問先システム２１１に送信する。訪問先システム２１１は、モバイル機
器２２１に関する情報として、ＬＡＴを含むプロファイルをＶＬＲ２１３に格納する。シ
ステム間では、「ＣＳＳ７通信ライン」または「Ｘ．２５通信ライン」を通じてメッセー
ジが転送される。「ＡＮＳＩ－４１ネットワーク」におけるメッセージには、「ＡＮＴＩ
　ＴＣＡＰ（トランザクション性能アプリケーションパート）プロトコル」を利用する。
【００１６】
ＬＡＴ用のフォーマットの一例を表１に示す。ＬＡＴは、登録通知、経路指定要求、およ
びロケーション指定要求と呼ばれる「ＡＮＳＩ－４１（アメリカ国内標準協会）メッセー
ジ」等のメッセージのオプション部分に組み込まれる。ＬＡＴ値は、例えば、０＝不明、
１＝アナログ、２＝ＴＤＭＡ、３＝ＣＤＭＡ、４＝ＰＣＳ、５＝ＧＳＭ、６＝ＵＭＴＳ、
とする。
【００１７】

【００１８】
モバイル機器２２１が前回提携したベース局２１５と異なるアクセス技術を提供するベー
ス局２１７または２１９と提携する場合に、訪問先システム２１１は、そのモバイル機器
２２１に関するＬＡＴに新しいアクセス技術を格納し、ホームシステム２０１に対して登
録通知を送信する。好ましい形態において、この登録通知は、登録通知に応答するプロフ
ァイル情報を返信しないようにさせる要求を含む。これにより、システム２０１、２１１
間における通信チャネルの帯域幅と時間を節約できる。ホームシステム２０１は、モバイ
ル機器２２１に関する新しいＬＡＴによってＨＬＲ２０３を更新する。
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【００１９】
ＨＬＲ２０３にモバイル機器２２１に関するＬＡＴデータを格納することによって、ホー
ムシステム２０１は、加入者２２１に対する通信を迅速かつ簡潔に送信することができる
。ホームシステム２０１において、モバイル機器２２１に対する着信呼を受信した場合に
、ホームシステム２０１は、その前回アクセスした技術と一致するフォーマットで訪問先
システム２１１にその呼を送信する。訪問先システムは、例えば、ＣＤＭＡ等の前回アク
セスした技術を用いてそのモバイル機器のページングを行い、それにより、アナログ、Ｔ
ＤＭＡ、およびＰＣＳ、等の他の技術を用いたページングを行なわないことでシステム内
の資源を節約することができる。好ましい形態において、例えば、ページングＭＳＣでは
、ＶＬＲが存在する場合にはＶＬＲからのＬＡＴとＭＰＣＩが利用され、そうでない場合
には、ＬＡＴとＭＰＣＩは、ホームシステムからのメッセージから得られる。帯域幅の節
約は、特に、送信制御チャネルが混雑しやすいアナログシステムにおいて有利である。
【００２０】
図３は、呼のシステム間通信を示すブロック図である。この例において、着信呼、ショー
トメッセージサービス配信、メッセージ待ち通知あるいはボイスメール用の指標、等のモ
バイル機器２２１宛の呼は、ＰＳＴＮ２２３によってホームシステム２０１、例えばホー
ム／ホストＭＳＣに送信され、そこで受信される。ホームシステム２０１は、そのＨＬＲ
２０３において、モバイル機器２２１の現在ロケーションと前回アクセスした技術を探す
。単純な例として、ホームシステム２０１からのモバイル機器２２１が、訪問先システム
２１１内でＣＤＭＡ技術のサービス提供を行なうベース局２１５において現在登録され、
位置している場合に、ホームシステム２０１は、ＬＡＴを含む経路指定要求（ＲＯＵＴＥ
ＲＥＱ）を訪問先システム２１１に送信する。経路指定要求としては、ＡＮＳＩ－４１等
に従い、付加的にＬＡＴフィールドを持つような、各種の経路指定要求が適用可能である
。訪問先システム２１１は、ホームシステム２０１に対して一時的なローカルディレクト
リ番号（ＴＬＤＮ）または経路指定番号を含む経路指定要求を送信する。ホームシステム
２０１は、そのＴＬＤＮを用いて、そのＰＳＴＮ１２３からの呼を訪問先システム２１１
を通じてそのモバイル機器２２１に送信する。モバイル機器２２１に対するその呼は、そ
のＬＡＴと一致するフォーマットでそのモバイル機器２２１に対して経路指定される。モ
バイル機器が発見できない場合には、訪問先システム２１１は、モバイル機器２２１の応
答不能をホームシステム２０１に通知する。
【００２１】
多くのシステムにおいて、モバイル機器が、ＶＬＲレコードの設定によって開始する所定
の時間の間動作を停止した後、あるいは中断した後に、そのモバイル機器のＶＬＲは削除
される。ＶＬＲが削除されると、モバイル機器は、そのシステムのカバレッジエリア内に
止まっているか、あるいは、他のシステム内に移動する。例えば、ホームシステム２０１
内にモバイル機器２２１に対する着信呼が入来した場合に、そのモバイル機器用のＶＬＲ
２１３が削除されていても、ホームシステム２０１は、ＬＡＴを含む経路指定要求（ＲＯ
ＵＴＥＲＥＱ）を訪問先システム２１１に送信する。訪問先システム２１１は、その呼の
存続時間の間、呼レジスタに、モバイル機器２２１用のＬＡＴを格納し、そのＬＡＴを用
いてモバイル機器２２１をページングする。システムによって提供される全ての技術では
なく、前回アクセスした技術（ＬＡＴ）のみでページングを行なうことによって、ＬＡＴ
以外の技術における帯域幅を節約できる。経路指定要求（ＲＯＵＴＥＲＥＱ）は、一般的
には２ページのシナリオであり、第１ページは、モバイル機器の現在ロケーションを取得
するために、また、ＴＬＤＮを要求して呼を経路指定するために、使用される。ＴＬＤＮ
が一旦返信されると、モバイル機器は、ＬＡＴ／ＭＰＣＩを用いて再びページングされ、
呼の配信が行なわれる。モバイル機器２２１が発見されると、モバイル機器２２１に対す
る呼は、ＬＡＴに一致するフォーマットでモバイル機器２２１に経路指定される。
【００２２】
ＬＡＴでのページングによって応答を受信できない場合には、別の技術によってモバイル
を検索するためのページングが行なわれる。別の技術でモバイル機器２２１が発見された
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場合には、モバイル機器２２１に対する呼は、モバイル機器２２１が発見された技術と一
致するフォーマットでモバイル機器２２１に経路指定される。モバイル機器２２１が発見
された場合には、ＬＡＴを含むＶＬＲが生成される。
【００２３】
各種の環境の下で、前回確認したロケーションでのＶＬＲに対するページングは、ホーム
システム２０１であるか訪問先システム２１１であるかに関わらず、モバイル機器２２１
を発見できない場合がある。このような環境は、例えば、（ａ）モバイル機器が移動して
いるにも関わらず、登録されていない場合、（ｂ）ネットワークが混雑していて、登録通
知（または自律登録）が過負荷の間に中断した場合、（ｃ）ＶＬＲが中断したにも関わら
ず、モバイル機器が自律的に再登録されることもなく、また、発信または着信を通じて呼
にアクセスされることもない場合、（ｄ）モバイル機器が、自律登録不可能なエリアに移
動した場合またはその特徴が活性化されない場合、（ｅ）モバイル機器が、２以上のシス
テムをサービス提供する２以上のセルの境界上にあって、そのシステム間を行ったり来た
りしており、経路指定要求（ＲＯＵＴＥＲＥＱ）が送出された場合に、前回ロケーション
のスナップショットが正しくない場合（例えば、ＣＤＭＡシステムにおいて見られるよう
に）、等を含む。この状況において、ホームシステム２０１は、近傍システム３０１内で
モバイル機器２２１の発見に努める。近傍システム３０１は、一般的に、ホームシステム
２０１の地理的近傍に位置するシステムであるが、この近傍システム３０１は、ＶＬＲ３
０３を備えており、多数のベース局３０５、３０７、３０９、３１１を通じて、ＣＤＭＡ
通信、アナログ通信、ＴＤＭＡ通信、ＰＣＳ通信をそれぞれ支援する。これらの環境の下
で、ホームシステム２０１は、ＬＡＴを含む経路指定要求を送信して、モバイル機器２２
１のページングを行なう。近傍システム３０１は、ＬＡＴに従ってモバイル機器２２１の
ページングを行ない、モバイル機器２２１用のＶＬＲ３０３内にそのＬＡＴを随意に格納
する。
【００２４】
別の形態において、ホームシステム２０１は、近傍システム３０１に対し、ＬＡＴに加え
てあるいはその代わりに、モバイル機器２２１用のモバイルプロトコル性能指標（ＭＰＣ
Ｉ）を送信する。そのＭＰＣＩは、モバイル機器２２１が通信可能な技術のリストを含む
。近傍システム３０１が、ＬＡＴに従うページングによってモバイル機器２２１に到達で
きなかった場合には、近傍システム３０１は、モバイル機器２２１のＭＰＣＩにおける他
の技術に従って、モバイル機器２２１のページングを試みる。近傍システム３０１は、モ
バイル機器２２１が使用できない技術については、モバイル機器２２１のページングを行
なわないことによって、帯域幅を節約できる。モバイル機器２２１が発見された場合には
、その呼は、そのアクセス技術と一致するフォーマットでそのモバイル機器２２１に対し
て経路指定される。
【００２５】
本発明を利用するシステム２０１、２１１、３０１が、ＡＮＳＩに従うシステムでない場
合には、ＬＡＴは、それらのシステムに適合するタイプのメッセージに組み込まれる。例
えば、ＧＳＭシステムにおける更新ロケーションメッセージは、ＡＮＳＩシステムにおけ
る登録通知メッセージに類似している。ＧＳＭシステムにおける移動番号メッセージは、
ＡＮＳＩシステムにおける経路指定要求メッセージに類似している。ＧＳＭシステムにお
ける経路指定情報メッセージは、ＡＮＳＩシステムにおけるロケーション要求メッセージ
に類似している。システムがＬＡＴ技術を支援しない場合には、ＭＳＣは、例えば、ＨＬ
Ｒによって送信される際のＬＡＴを無視する。
【００２６】
【発明の効果】
本発明によれば、システム中の限定された資源をより効率よく使用可能なサービスプロバ
イダを提供できる。本発明によれば、存在するシステムのハードウェアの拡張や変更を行
なう必要なしに、ソフトウェアの変更によってそれらのシステムに対して帯域幅を回復さ
せることが可能なサービスプロバイダを提供できるという効果がある。また、本発明によ
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対して最新かつ最上級のモバイル機器と同様な利点を与えることができる。
【００２７】
本発明は、その本質的な特徴から離れることなしに、他の特定の形態で実施可能である。
前記の形態は、単なる例示として考慮されるべきであり、本発明を何ら限定するものでは
ない。本発明の範囲は、前記の説明ではなく、特許請求の範囲の記載によって明らかであ
る。各請求項に等価な範囲内での全ての変更は、本発明の範囲に包含される。
【００２８】
特許請求の範囲の発明の要件の後に括弧で記載した番号がある場合は、本発明の一実施例
の対応関係を示すものであって、本発明の範囲を限定するものと解釈すべきではない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による無線通信システムを示すブロック図
【図２】本発明による通信システム間の登録関連通信を示すブロック図
【図３】本発明による呼用のシステム間通信を示すブロック図
【符号の説明】
１０１…地理的カバレッジエリア
１０３、１０５…ベース局
１０７、１０９…モバイル機器（モバイル加入者）
１１１…モバイル交換センタ（ＭＳＣ）
１１３…ディジタル交換機
１１５…公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）
１１７…電話
１１９…交換ノード
１２１、１２３…セルサイトノード
１２５、１２９、１３３…プロセッサノード
１２７、１３５…呼プロセッサ
１３１…管理プロセッサ
２０１…ホームシステム
２０３…ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）
２０５、２１５、３０５…ＣＤＭＡベース局
２０７、２１７、３０７…アナログベース局
２０９、３０９…ＴＤＭＡベース局
２１１…訪問先システム
２１３…訪問先ロケーションレジスタ（ＶＬＲ）
２１９…ＧＳＭベース局
２２１…モバイル機器
２２３…ＰＳＴＮ
３０１…近傍システム
３０３…訪問先ロケーションレジスタ（ＶＬＲ）
３０１…近傍システム
３１１…ＰＣＳベース局



(9) JP 4105455 B2 2008.6.25

【図１】 【図２】

【図３】



(10) JP 4105455 B2 2008.6.25

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100091889
            弁理士　藤野　育男
(74)代理人  100101498
            弁理士　越智　隆夫
(74)代理人  100096688
            弁理士　本宮　照久
(74)代理人  100102808
            弁理士　高梨　憲通
(74)代理人  100104352
            弁理士　朝日　伸光
(74)代理人  100107401
            弁理士　高橋　誠一郎
(74)代理人  100106183
            弁理士　吉澤　弘司
(74)代理人  100081053
            弁理士　三俣　弘文
(72)発明者  マーク　アラン　マッコーミック
            アメリカ合衆国、６０５６４　イリノイ州、ネーパービル、ロバート　レーン　１６１９

    審査官  青木　健

(56)参考文献  米国特許第０６０９７９５０（ＵＳ，Ａ）
              特開平０６－３５１０５６（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－０２７７２６（ＪＰ，Ａ）
              特表平９－５１２６７１（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－１９１４２３（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04Q   7/00 - 7/38
              H04B   7/24 - 7/26


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

